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[主張]　政變と吾等

　米内 (よない)内 (ない)閣 (かく)が突 (とつ)如 (じよ)總 (そう)辭 (じ)職 (しよく)をした。これは新 (しん)政 (せい)治 (ぢ)體 (たい)制 (せい)に移 (うつ)らんがための一大 (だい)變 (へん)化 (くわ)の前 (ぜん)兆 (てう)と解 (かい)せられる。表 (へう)面 (めん)陸 (りく)軍 (ぐん)の内 (ない)閣 (かく)に對 (たい)する態 (たい)度 (ど)が動 (どう)機 (き)になつてゐるのだが、それは舊 (きう)日本 (ほん)より新 (しん)日本 (ほん)へ移 (うつ)り行 (ゆ)く歴 (れき)史 (し)の過 (くわ)程 (てい)の一契 (けい)機 (き)に過 (す)ぎないのであつて、投 (な)げられた一石 (せき)がどの方面 (ほうめん)からであつても、それは結 (けつ)局 (きょく)歴 (れき)史 (し)の命 (めい)令 (れい)であることに變 (かは)りはないと思 (おも)ふ。
支 (し)那 (な)事 (じ)變 (へん)發 (はつ)生 (せい)以 (い)來 (らい)、帝 (てい)國 (こく)の東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)建 (けん)設 (せつ)の内 (ない)容 (よう)や外延 (がいえん)が戰局 (せんきよく)の進 (すす)むにつれて、擴大 (くわくだい)するのは事 (じ)實 (じつ)であつて、最 (さい)初 (しよ)の目 (もく)標 (へう)は北 (きた)支 (し)那 (な)の平 (へい)定 (てい)、次 (つぎ)は揚 (よう)子 (す)江 (こう)以 (い)北 (ほく)、その次 (つぎ)は、支 (し)那 (な)全 (ぜん)土 (ど)、そして最 (さい)後 (ご)には佛 (ふつ)印 (いん)、泰 (たい)國 (こく)、蘭 (らん)印 (いん)印 (いん)度 (ど)などを含 (ふく)む膨 (ぼう)大 (だい)なる地 (ち)域 (いき)を含 (ふく)まざるを得 (え)ないやうに發 (はつ)展 (てん)して來 (き)たのである。行 (ゆ)く行くは或 (あるひ)は英領 (えいれう)印度 (いんど)までも加 (くは)へて、東亞 (とうあ)と限 (かぎ)らずアジア新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)の建 (けん)設 (せつ)といふ建 (たて)前 (まへ)に進展 (しんてん)することもあり得 (う)ると思 (おも)ふ。またそこまで行 (い)かなくては本當 (ほんとう)ではない。
　支 (し)那 (な)事 (じ)變 (へん)の進 (しん)展 (てん)につれて、英 (えい)、米 (べい)、佛 (ふつ)、蘇 (そ)（もう某 (ぼう)々國 (くに)などゝ隱 (いん)語 (ご)を使 (つか)ふにも當 (あた)るまい）がわが眞 (しん)の敵 (てき)性 (せい)国 (こく)家 (か)といふことが明 (あきら)かにされた。しかも歴代 (れきだい)内閣 (ないかく)は所 (いは)謂 (ゆる)支 (し)那 (な)事 (じ)變 (へん)の處 (しよ)理 (り)といふ命 (めい)題 (だい)に自 (じ)分 (ぶん)を限 (げん)局 (きよく)して、これらの敵 (てき)性 (せい)國 (こく)家 (か)群 (ぐん)に對 (たい)して極 (きは)めて穩 (おん)便 (びん)な當 (あた)り方 (かた)をして來 (き)たのである。ところが所 (いは)謂 (ゆる)佛印 (ふついん)ルート、香港 (ほんこん)、ビルマルートなどの眞 (しん)相 (そう)暴 (ばく)露 (ろ)によつて明 (あきら)かにされたやうに、彼 (かれ)等 (ら)敵 (てき)性 (せい)國 (こく)家 (か)群 (ぐん)は、日本 (につぽん)の遠慮 (えんりよ)勝 (がち)なのを好 (よ)いことにして、あたかも日本 (につぽん)を嘲笑 (あざわら)ふが如 (ごと)く援 (えん)蔣の悪習 (あくしう)を清算 (せいさん)しようとせず却 (かへ)つて益 (ます)々悪 (あく)辣 (らつ)陰 (いん)險 (けん)性 (せい)を加 (くわ)へる一方 (ぽう)であつた。かの英 (えい)國 (こく)などは佛 (ふつ)と共 (とも)にわが盟 (めい)邦 (ほう)獨 (ど)逸 (いつ)によつて目茶 (めつちや)目茶に打ちのめされたるに拘 (かかわ)らず今 (いま)尚 (なほ)、帝 (てい)國 (こく)に對 (たい)して不 (ふ)遜 (そん)の態 (たい)度 (ど)を改 (あらた)めない。これはそもそも向 (むか)ふ不 (み)見 (づ)の米國 (べいこく)の後押 (あとおし)によることで、米國 (べいこく)がそのひよろひよろ艦隊 (かんたい)を布哇 (はわい)近海 (きんかい)に集中 (しうちう)して南洋 (なんよう)方面 (ほうめん)を睨んでゐるのもそのためなのだ。米内 (よない)内閣 (ないかく)では英米 (えいべい)との國交 (こくこう)調整 (てうせい)を一の目的 (もくてき)とし、有 (あり)田 (た)外相 (がいせう)をしてその任 (にん)に當 (あた)らしめたのであるが、結 (けつ)局 (きよく)それによつて何 (なに)を得 (え)たか。
　それはビルマルートの封 (ふう)鎖 (さ)に對 (たい)する、雨季 (うき)三個 (か)月間 (かん)はどうせ事 (じ)實 (じつ)上 (じやう)の閉 (へい)鎖 (さ)に過 (す)ぎないのだから云 (うん)々の、人 (ひと)を馬鹿 (ばか)にしたほざき方 (かた)に過 (す)ぎないではないか。
　日本 (につぽん)はもつと自己 (じこ)の使命 (しめい)の偉大 (いだい)さと同時 (どうじ)に自己 (じこ)の實力 (じつりよく)とを自覺 (じかく)しなければならない。そしてこの使命 (しめい)達成 (たつせい)のためもつと政 (せい)治 (ぢ)を一元 (げん)化 (くわ)し強 (けう)力 (りよく)化 (くわ)しなければならない。英 (えい)米 (べい)追 (つい)隨 (ずい)が痼 (こ)疾 (しつ)になつている老人連 (ろうじんれん)ゼントルマン連 (れん)に一刻 (こく)も早 (はや)く退 (しりぞ)いて貰 (もら)つて、理 (り)想 (そう)に燃 (も)え闘 (とう)志 (し)溢 (あふ)るゝ若 (わか)手 (て)に舵 (かじ)を取 (と)らせなければならない。そしてもつときつぱりした、解 (わか)り易 (やす)い目 (もく)標 (へう)を宣 (せん)明 (めい)して、もつと精 (せい)神 (しん)的 (てき)、経 (けい)済 (ざい)的 (てき)統 (とう)制 (せい)を強 (けう)化 (くわ)し、勇往 (ゆうおう)邁進 (まいしん)、アジアに今 (いま)尚 (なほ)蠢 (しゅん)動 (どう)を續 (つゞ)け、最 (さい)後 (ご)の足 (あ)掻 (が)きをしている敵 (てき)性 (せい)國 (こく)家 (か)群 (ぐん)に猛 (もう)然 (ぜん)一撃 (げき)を喰 (く)はして、目 (め)に物 (もの)を見 (み)せてやらなくてはならない。さうするには今 (いま)こそ千載 (ざい)一遇 (ぐう)の好 (こう)機 (き)で、この機 (き)を逸 (いつ)したら悔 (くい)を千載 (ざい)の後 (のち)にのこすであらう。新 (しん)政 (せい)治 (ぢ)は宜 (よろ)しく獨 (どく)伊 (い)とがつちり手 (て)を結 (むす)んで堂 (どう)々敵 (てき)性 (せい)國 (こく)家 (か)群 (ぐん)に對 (たい)する態 (たい)度 (ど)を明 (めい)示 (じ)すべきである。
　それにしても根 (こん)本 (ぽん)は國 (こく)民 (みん)の態 (たい)度 (ど)だ。帝國 (ていこく)千年の大計 (たいけい)のために信愛 (しんあい)協力 (けうりよく)、一致 (ち)團 (だん)結 (けつ)、己 (おのれ)を棄 (す)てゝ各 (かく)自 (じ)銃 (じう)を執 (と)つて立 (た)つた前 (ぜん)線 (せん)の一員 (ゐん)となる覺 (かく)悟 (ご)を一 (いつ)層 (そう)徹 (てっ)底 (てい)することが必 (ひつ)要 (よう)である。如 (い)何 (か)なる艱 (かん)苦 (く)にも堪 (た)へ忍 (しの)ばう、如 (い)何 (か)なる犠 (ぎ)牲 (せい)をも捧 (ささ)げようという氣 (き)魄 (はく)が漂 (ただよ)つてはじめて、この大 (たい)業 (ぎょう)は成 (な)し遂 (と)げられるのだ。
　半島 (はんとう)の同胞 (どうほう)よ。卿 (けい)等 (ら)の責 (せき)任 (にん)は愈 (いよ)々重 (おも)きを加 (くわ)へるのだ。今 (いま)や御 (ご)相 (しやう)伴 (ばん)的 (てき)な、繼 (まま)子 (こ)的 (てき)な氣 (き)持 (もち)をあつさりと清算 (せいさん)して日の丸 (まる)の鉢巻 (はちまき)を締 (しめ)てかゝる時 (とき)である。この戰 (いくさ)勝 (か)たずば吾等 (ら)は亡 (ほろ)ぶ、この戰 (いくさ)勝 (か)たば、吾等 (ら)に永遠 (えいえん)の安樂 (あんらく)と光 (くわう)榮 (えい)があるのだ。内 (ない)地 (ち)同 (どう)胞 (ほう)がどう思 (おも)ふだらうなど氣 (き)にすることはない。此方 (こちら)は此方 (こちら)で、帝國 (ていこく)の運命 (うんめい)を一人 (り)で背負 (せお)つた氣 (き)で驀進 (ばくしん)しようではないか。
　壮 (そう)丁 (てい)も差 (さ)し上 (あ)げよう、物 (ぶつ)資 (し)も差 (さ)し上 (あ)げよう。ありとあらゆる物 (もの)を御 (お)国 (くに)のために差 (さ)し上 (あ)げる時 (とき)は來 (き)たのだ。
擴 (くわく)大 (だい)された新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)の内 (ない)容 (よう)と、高 (たか)まつた國 (こく)家 (か)目標 (もくへう)とは特 (とく)に半 (はん)島 (とう)同 (どう)胞 (ほう)たる覺 (かく)悟 (ご)と奮 (ふん)起 (き)とを促 (うなが)してゐる。わが帝 (てい)國 (こく)の千載 (ざい)一遇 (ぐう)の好 (こう)機 (き)は、半島 (はんとう)同胞 (どうほう)のためには二重 (じう)に千載 (ざい)一遇 (ぐう)の好 (こう)機 (き)なのだ。

